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機器の改造、分解は、絶対に行わないでください。
爆発、引火、感電、けがのおそれがあります。

外部配線の引込みは、最新の電気設備技術基準、内線規程、
「ユーザーのための工場防爆設備ガイド」のほか、この取扱説明書に
従って実施してください。爆発、引火、感電、けがのおそれがあります。

本体の締め付けは確実に行ってください。

TN52027

このたびは、当社の耐圧防爆型Ｐ型２級発信機をご採用いただき、まことに
ありがとうございます。この商品は、消防法に基づく各種の試験に合格した
国家検定品です。 また、IEC規格（IEC60079関連）に整合した防爆構造で、
厚生労働大臣指定型式検定代行機関であるユーロフィンズ・イーアンド
イー・シーエルエム・リミテッドの防爆検定に合格しています。
防爆構造の機器は、爆発のおそれのある危険な場所で使用するため、取り
扱いには十分に注意し、施工前には必ずこの取扱説明書をよくお読みいた
だき、正しくご使用ください。
また、詳しい配線工事の方法は最新の「ユーザーのための工場防爆設備ガ
イド」や、「工場防爆設備指針（ガス蒸気2006)」を参照してください。

● ご使用の前に、この 「安全にご使用いただくために」 をよくお読みのうえ、
正しくご使用ください。

● ここに示した注意事項は、製品を安全にお使いいただく、あなたや他の
人々への危害や損害を未然に防止するためのものです。

● 危害や損害の大きさと切迫の程度を明示するために、誤った取扱いをした
場合に生じる内容を、「危険」、「警告」、「注意」の３つに区別しています。

運搬、設置、配線、配管、保守、点検の作業は、防爆構造、自動火災報
知設備、および、電気設備の施工、関連法規などの専門知識、および
技能をもった人が実施してください。
爆発、引火、感電、けがのおそれがあります。

絶縁抵抗を測定の際は、周囲にガスや蒸気の雰囲気がないことを確認
してください。爆発、引火のおそれがあります。

保守・点検に際しては、最新の電気設備技術基準、内線規程、
「ユーザーのための工場防爆設備ガイド」のほか、この取扱説明書に
従って実施してください。爆発、引火、感電、けがのおそれがあります。

この機器は、いざという時に正しく動作させるために、定期的な保守
点検が必要です。
この機器は法令等の定めるところに従って下記項目を守り、必ず定期
点検を行ってください。
この点検を怠ると火災時に機能しないおそれや、爆発、引火などの
事故の原因となるおそれがあり、その責任を問われることがあります。

（１）通電中の点検作業においては、蓋を開けないでください。
（２）ユニットの分解は、絶対に行わないでください
（３）保守・点検に使用する工具は、衝撃火花を発生させないものを使用してください。
（４）電気計測器を使用する場合は、危険場所の区分に適合した防爆構造のものを

ご使用ください。

点検、保守作業は消防法で定めた点検資格を保有し、防爆構造、電気機器の施工、
関連法規、および危険場所の分類の一般原則についての研修を含む訓練を受けた、
経験のある保守担当者が実施しなければなりません。したがって、施工店などと保
守点検契約を結び、有資格者による保守点検を実施してください。
また、保守担当者は、適切な継続的教育または訓練を定期的に受けなければなり
ません。（「ユーザーのための工場防爆設備ガイド（ 2012）」より）

本機の機能を正常に維持するために６ヶ月に１度機器点検を、また年１回総合点検
を行ってください。保守点検には「ユーザーのための工場防爆設備ガイド」「工場
電気設備防爆指針」「消防用設備等の点検基準、点検要領」に基づいて行ってくだ
さい。点検方法の概略を下記に示します。

押ボタンを押したとき火災受信機が正常に作動し、本機の確認灯が点灯することを
確認してください。

（１）本体の損傷および機器表面の温度上昇などについて、表１を参照のうえ、
日常および定期の点検を適切に実施してください。

（２）電気配線は外的な影響を受けやすく、外観による点検が重要です。表２を参
照のうえ、電気配線の日常および定期の点検を適切に実施してください。

この機器の外観および仕様は改良のため予告なく変更することがあります。
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１２．仕様

１１．使用ケーブル径による交換部品［別売］
使用ケーブル径 耐圧ﾊﾟｯｷﾝ式引込器具 レジューサー／スペーサー／スタンドパッキン

URL      https://www.nohmi.co.jp/

2-M5止めねじ

クランプ金具
スタンドパッキン
スリップリング

グランド
ケーブル

六角棒スパナ
　（呼び２.５）

クランプ金具
2-M5止めねじ

①

②

絶縁抵抗を測定の際は、周囲にガスや蒸気の雰囲気がないことを確認
してください。爆発、引火のおそれがあります。

グランド

（３）スタンドパッキンの締め付け
スタンドパッキン、スリップリング、グランドの順に
ケーブルを通し、グランドをパイプジョイントにねじ
込み、スタンドパッキンを締め付けてください。ケー
ブルが軽く圧縮された位置からさらにグランドを1/2
～１回転ねじ込んでください（図１６ ① ）。

（４）ケーブルのクランプ
ケーブルをパイプジョイントの中心でクランプできる
ように、六角棒スパナ（呼び2.5）でパイプジョイント
の側面にある２ヶ所のＭ５の止めねじを均等に
ねじ込み、内部のクランプ金具でケーブルを固定
してください（図１６ ②）。

（５）本体の取り付け
取り外した本体の向きを合わせてパイプジョイント
に差込み、本体のナットを時計回りにねじ込んで、
本体とアダプタが固定されるまで締め付けてくだ
さい。

（１）本体の取り外し
ナットを反時計回りに回転させて、いったん本体をパイプ
ジョイントから取り外してください。この時、本体側にア
ダプタとナットが取り付いた状態になっています。（図１４）

（２）ケーブルの引込み
パイプジョイント内のグランドを緩めて、スリップリング
やパッキンを取り除き、ケーブルをスタンドベース、スタ
ンドパイプ、パイプジョイントに通線してください。（図１５）

図１４

図１５

図１６

爆発、引火のおそれがあります。

爆発、引火、感電、けが、破損のおそれがあります。

この機器の防爆仕様 ＥｘｄｂｅｂⅡＣＴ６G b, ＥｘｔｂⅢＣＴ８０℃Ｄｂ
に認められた場所以外では使用しないでください。
爆発、引火のおそれがあります。

点検時に防爆銘板が読める位置に設置してください。また、
操作・点検に障害となるものを機器正面に置かないでください。

９－３．作業手順

定

ＦＭＥＪ２０２Ａシリーズの本体に上記部品以外（ＦＭＥＪ２０２
シリーズの交換部品）を取り付けないでください。
機器の防爆特性を損なうおそれがあります。

FMEJ202A-RGﾋｷｺﾐｷｸﾞR10E

FMEJ202A-RGﾋｷｺﾐｷｸﾞR14E

FMEJ202A-RGﾋｷｺﾐｷｸﾞR16E

FMEJ202A-RGﾋｷｺﾐｷｸﾞR18E

FMEJ202A-RGﾋｷｺﾐｷｸﾞR20E

この機器は、ゾーン1・ゾーン2・ゾーン21・ゾーン22（第1類・第2類
危険箇所）以外の危険場所には、絶対に取り付けないでくださ
い。ゾーン0、ゾー　　　ン20（特別危険箇所）では、使用できません。爆
発・引火のおそれがあります。



作動確認灯

天地を確認の上、開梱してください。
けがや機器が破損するおそれがあります。

外部配線を固定する端子ねじは、適正な締付トルクで締め付けて
ください。配線の固定が不完全な状態で使用すると、発熱により、
爆発、引火のおそれがあります。

外部配線は、印加電圧・電流に適し、この取扱説明書で指定した
電線・圧着端子を使用してください。

異常が発生した場合は、直ちに使用を停止してください。
爆発、引火、感電、けが、火災のおそれがあります。

この製品は押しボタンを押すことにより、手動で火災の発生を火災受信機に伝達する
Ｐ型２級発信機で、爆発性ガスの発生するおそれのある危険場所のうち、ゾーン１・
ゾーン2・ゾーン21・ゾーン22（第１類・第２類危険箇所）で使用できる防爆構造で
す。本製品には、受信機作動確認灯（白色灯）と、発信機の設置位置を示すための表
示灯（赤色灯）が設けられています。

火災を発見したときは、すみやかに次の操作をしてください。

この発信機のフレキシガラスを押し破り、押しボタンを押してください。押しボタンを
押すと、火災受信機に火災信号が発信され、火災受信機が正常に作動すると、この
発信機の前面にある作動確認灯（白色灯）が点灯します。

火災後の処置が済み、鎮火を確認した後は、フレキシカバーを反時計方向に回して
取り外してから、押しボタンを引いて、火災信号を復旧させてください。

復旧は、押しボタンが押された発信機を先に復旧させてから、火災受信機を復旧
させる操作を行ってください。火災受信機が復旧すると、発信機の作動確認灯(白色
灯）が消灯し、平常状態となります。
（フレキシガラスの交換方法は、「３．フレキシガラスの交換方法」を参照してください。）

この発信機の位置を示す表示灯（赤色灯）が点灯しています。

この機器の運搬、設置、配線、配管、保守、点検の作業は、防爆構造、
自動火災報知設備、および、電気設備の施工、関連法規などの専門知識、
および技能をもった人が実施してください。
爆発、引火、感電、けがのおそれがあります。

４－１．平常時

４－２．火災発生時

４－３．火災鎮火後の取扱い（復旧方法）

ＦＭＥＪ２０２Ａ－ＲＧＦＭＥＪ２０２Ａ－ＪＧ

この機器の設置、配線、配管、保守、点検の作業は、最新の電気設備技術
基準、内線規程、「ユーザーのための工場防爆設備ガイド」のほか、この
取扱説明書に従って実施してください。
爆発、引火、感電、けがのおそれがあります。

（１）設置できる場所は、ゾーン１・ゾーン2・ゾーン21・ゾーン22（第１類・第２類
　　   危険箇所）です。　　　・　　　　（特別危険箇所）には設置できません。　　   

なお、危険場所の分類については、「ユーザーのための工場防爆設備ガイド」　
　　　    などを参照してください。
（２）ＩＰ６５保護構造を超える環境下には設置しないでください。
（３）機器の表面温度が、－２０℃ ～ ５０℃ の範囲となる場所で使用してください。

この機器は、ゾーン１・ゾーン２・ゾーン21・ゾーン22（第１類・第２類
危険箇所）以外の危険場所には、絶対に設置しないでください。
爆発、引火、感電、けが、火災のおそれがあります。

４本のM６ボルト、または、同等の強度を持つ方法で
強固に固定してください。取付板は１．５ｍｍ厚です。
（取付穴位置 ： 図３）

　　　持つ方法で強固に固定してください。
　　　（取付穴位置：図４）
　　　なお、ボルト締め付け時のスタンドベースの
　　　塗装剥離の予防として、平座金のご使用を
　　　推奨します。
（２）取付ボルト等が振動などで緩むおそれの
　　　ある場合は、ばね座金等を使用して緩み
　　　防止をしてください。
（３）取付ボルト等が腐食のおそれがある場合

　　　処理を施したボルトを使用するなどの
　　　対策を行ってください。

この機器は、その質量に十分に耐えられ
るよう、また、転倒しないように強固に
据付けてください。
脱落、けが、破損、故障のおそれがあります。

（１）蓋を開ける際は、プラスドライバーを用いて蓋締付ねじを緩めて、蓋の上側を持
ってゆっくりと開け、蓋の蝶番に過度の力がかからないように、また、蓋に取り付
けているフレキシカバーや押しボタンスイッチが、周囲と衝突しないように注意し
てください。
蓋締付ねじには、パッキンの締め付け過ぎを防止するスペーサーを兼ねた脱落防
止金具が付いていますが、ねじを緩めすぎると、ねじや金具類が取れますので、
取れたときは、紛失しないよう保管してください。

（２）蓋を閉める際は、
・パッキンおよび接合面に異物の付着がないか。
・防水用のパッキンが外れていないか。
・電線を挟まないか。
・蓋締付ねじの金具の脱落はないか。

　　などを確認してから、ゆっくりと蓋を閉め、すべての蓋締付ねじを、おおむね均等
　　なトルクで締め付けてください。
　　締付トルクは、１．６N･ｍ～２．４Ｎ･ｍとしてください。

（１）４本のＭ１２ボルト、また
　
は、同等の強度を

蓋が正常に閉じられていることを確認してください。
異常な状態のまま、使用しますと、爆発、引火のおそれがあります。

・耐圧パッキン式引込器具を使用します。取扱い方法については「８．耐圧パッキン式
引込器具へのケーブル引込み」を参照してください。

・使用するケーブルは、消防法で定められたケーブルのうち、絶縁体やシースの最高
使用温度や耐薬品性などを考慮する他、ケーブル内部のすきまが少なく爆発性ガスが
流通しにくいもので、ケーブル表面が平滑で凹凸がなく断面が円形のものを選定して
ください。その際、ケーブルの温度上昇を考慮し、サイズや絶縁材料などを決定してくだ
さい。

・本体に取り付けられている耐圧パッキン式引込器具が、ケーブル外径（標準； ８～

・

１０）に適合しているか確認してください。適合していないときは適合するケーブルに
交換するか、ケーブル外径に適合する指定の引込器具に交換してください。
ケーブルをゾーン１・ゾーン21（第１類危険箇所）に敷設する場合や、ゾーン2・ゾーン22
（第２類危険箇所）でも外傷を受けるおそれのある場所に敷設する場合には、金属
管・ダクト・トレイやその他の保護装置に納め、外傷に対して十分に保護してください。

・使用する電線は 、ＪＩＳ Ｃ ３３０７で規定されている６００Ｖビニル絶縁電線、
または、消防法で定められた電線のうち、これと同等以上の絶縁電線（屋外用
ビニル絶縁電線を除く）をご使用ください。サイズや絶縁材料などは、絶縁電線
の温度上昇を考慮して決定してください。

・金属管は ＪＩＳ Ｃ ８３０５(鋼製電線管)で規定されている厚鋼電線管を使用して、
ＪＩＳ Ｂ ０２０２で規定されている管用平行ねじ（G３／4）を加工し、レジューサ
に完全ねじ部で５山以上ねじ込んでください。（電線管のサイズが合わない場合は、

・電線管路には、異なる危険場所相互および危険場所と非危険場所の間のいずれか
一方の側の隔壁に近い箇所にシーリングフィッチングを設けてください。

・耐圧パッキン式引込方式を採用しています。取扱い方法については「９．スタンドの取
　扱い」を参照してください。

（１）配線に際しては、端子の記号を参考に正しく配線してください。
（２）電線やケーブルは、印加電圧や通電電流に適したサイズのものをご使用ください。
（３）端子へのケーブルや電線の接続には、端子部に直接外力が加わらないように配線

してください。（自立型の表示灯は、6-4. に従って、ユニットを 取り外してから
配線してください。）

（５）締付トルクは、１．０～１．３N･ｍとしてください。
（６）適合電線（電線を端子へ直接接続する場合）［むき代８．６mm以下］

【より線】１．２５ ～ ２．５ｍｍ２ 、【単線 】 １．２ ～ １．６ｍｍ
（７）適合圧着端子（圧着端子を使用して接続する場合）

【丸形】（JIS呼び）１．２５－３．５相当［ 絶縁被覆 または 絶縁チューブ付き］
【Ｙ形】（丸形の形状に準ずる）

保護接地は、「ユーザーのための工場防爆設備ガイド」に従って、必ず、
確実に実施してください。
爆発、引火、感電のおそれがあります。

（１）本体内部もしくは外部のＭ４接地端子を用いて、Ｄ種接地工事(100 Ω以下)に
準じて接地してください。

（２）ケーブル配線では、芯線の１本を接地線として使用してください。
（３）本体内部の接地端子が使用できない場合は、本体外部のＭ４接地端子を使用

してください。ただし、腐食のおそれがある場所では、本体内部の接地端子
を使用し、本体外部の使用しない接地端子は取り外してください。

（４）接地には、600V ビニル絶縁電線と同等以上の絶縁性能を持つ電線を使用し、
予想される最大地気電流を安全に流すことができる太さの電線をご使用くだ
さい。また、接地線は保護管などを用いて十分な外傷保護を行ってください。
締付トルクは、１．０～１．３ N･ｍ としてください。

（５）配線に使用する金属管やケーブルの金属がい装、金属製シース等についても、
Ｄ種接地工事が必要です。

図１３ を参照してください。

（１）自立型のケーブル引込み方式は、耐圧パッキン式
引込方式で、引込可能なケーブルは、１本です。

（２）スタンドパッキンの適合ケーブル径（標準； 8 ～
12）と引込むケーブルの外径が適合しているか確
認してください。適合していないときは、適合する
ケーブルに交換するか、ケーブル外径に適合するス
タンドパッキン［別売］に交換してください。

（３）スタンドベースまで敷設するケーブルは、予測され
る外傷に対し十分な強度を持つもので保護してください。

（４）本スタンドは、ケーブルの引込作業がしやすいようにボッ
クスとパッキン締め付け部を分離する方式を採用していま
すので、以下の手順で作業を行ってください。

図９を参照してください。

（１）引込可能なケーブルは１本です。
（２）耐圧パッキン式引込器具がケーブルの外径
　　　と適合しているか確認してください。適合
　　　していないときは、適合するケーブルに交
　　　換するか、ケーブル外径に適合する指定の
　　　引込器具［別売］に交換してください。
（３）ニップルからナット（リング）、グランド、

スリップリング、パッキンを順に外してくだ
さい（図９）。
なお、グランドは、付属の六角棒スパナ
（呼び２）でグランド緩み止め用止めねじを
緩めてから取り外してください（図１０）。

（４）ケーブルにナット、リング、グランド、スリップ
リング、パッキンを順に通してください（図１１）。

（５）ニップルにパッキンとスリップリングを入れ、
グランドをねじ込み、パッキンを圧縮して
ください。パッキンの締め付けは、ケーブル径に
よって異なりますが、パッキン内径とケーブル
外径とが一致した点（ケーブルを軽く引っ張り
ケーブルが動かない点）からグランドを1 回転
ねじ込むことを基準としてください。この時に、
クランプ板が取り付けにくい位置の場合は、
グランドをその位置から±１／３回転 の範囲で

　　　調整してください。そして、緩めてあるグランド
　　　緩み止め用止めねじをねじ込んでください（図１２ ①）。
（６）最後にナットをニップルにねじ込んでください（図１２ ②）。

図９

図１０

図１１ 図１２
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（２）【取り付け】
表示灯ユニットのインナーレンズに
緩みがないことを必ず確認してから、
[ T O P ]の刻印マークの向きをあせわて
表示灯ユニットを挿入し（図８① ）、
ロックレバーを図８② に回転させて、
表示灯ユニットが外れないことを確認
します。６－１．外部導線の引込み方法

６－２．電気配線

６－４．表示灯ユニットの取り付け／取り外し
（１）【取り外し】

ロックレバーのA部をドライバーなどを
用いて図７①の方向へ持ちあげながら、
ロックレバーを図７②の方向に回転させると、

　　　図７③の方向へ表示灯ユニットを取り外すことが
　　　できます。

①

②

ロックレバー

③A部

表示灯
ユニット

TOP
X2

X1

図７

TOPマーク

インナー
レンズ

①

②
TOP

図８

図１３

６－３．受信機との接続

外部導線引込み・配線の際は、必ず、電源を遮断してから行ってください。
爆発、引火、感電のおそれがあります。

黄銅製ねじ

４．ご使用方法

フレキシガラス［交換用は別売］が損傷して
いる場合には、交換してください。
フレキシカバーを左に回して取り外し、
交換することができます。

押しボタン

図２

３．フレキシガラスの交換方法

けがや機器が破損するおそれがあります。

機器の破損や故障、および正常に機能しないおそれがあります。

爆発、引火、感電、けが、火災のおそれがあります。

直射日光による表面温度の上昇に注意をしてください。直射日光により
表面温度が５０℃を超える場合は、日除け、屋根を設置してください。

（４）同一端子への接続は、同一の接続電線・圧着端子で２本以下としてください。

終端抵抗 (ＥＲ) [ 別売 ] は、防爆検定の範囲外のため、発信機本体内
には設置できません。非危険場所まで配線をして接続してください。

図６

５－１．設置場所

５－２．据付け

５－３．蓋の開閉

５．設置

６．火災受信機との接続について

７．保護接地

８．耐圧パッキン式引込器具へのケーブル引込み

９．スタンドの取扱い

９－２．ケーブル配線上の注意

９－１．各部の名称

８－２．作業手順

８－１．各部の名称
・耐圧パッキン式引込器具を取り外し、金属管はレジューサに接続してください。

市販の防爆電気工事用のアダプタを使用することができます。）

（押しボタンを時計方向に回しても復旧できます。）
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